
重点科目 重点課題 取組 発展的取組

国語
・｢書くこと｣の指導の充実
・｢話すこと｣の指導の充実

・週１回の教科会で授業計画の共有、指導事項について確認
・「ビブリオバトル」や「POP作成」、「エッセイ・短歌作成」などの活動を
   授業で行う
・授業でのペアワーク、グループワークの実施

・パワーポイント等を利用した発表活動の実施
・オンライン活動時の「話すこと」「書くこと」についての指導方法の開発

地歴公民 ・｢話し合うこと｣を通して
 現代の諸課題を考察する学習活動の充実

・毎週の授業会で学習内容の共有
・「話し合う」課題の設定に関する意見交換の実施
・個人端末を活用した課題解決のための情報収集を取り入れた
   授業の実践
・個人端末を活用したプレゼンテーションの実施
・ペアワーク、グループワーク(協働学習)を積極的に授業内で実施

・学期ごとの相互授業参観の実施
・現代の諸課題を学ぶための社会体験実習の実施
・「ニュース検定」や「世界遺産検定」等の検定試験の実施と
  合格のための講座を開講
・探究や考察する学習活動を評価するための評価基準の作成や
  評価基準に基づいた授業案の共有と実践

数学 ・基礎力の向上
・思考力･判断力･表現の指導の質の向上

・各科目、共通考査を実施するが、各展開レベルのことを念頭に作成
・質の高い課題を長期休暇中だけでなく、各考査にも取り入れる

・生徒自ら問題を提起して解釈する過程を行うだけでなく、
  評価・改善しようとする態度の評価を取り入れる

理科 ・｢思考力と表現力｣の学習活動の充実

・「学びなおし」を意識しながら授業を実施
・基礎、基本の定着を確認する小テストの実施
・自身の考えをまとめ、共同学習する中で論理的に考察する活動から、
  最終的に意見をまとめ発表するなど言語活動に着目した授業を実施

・大学入学テストの問題へ取り組み
・考察、推論したことに対してのパフォーマンステストを実施

英語 ・｢書くこと｣と｢話すこと」の指導の充実

・４月の教科会で重点課題の周知
・１年次必履修科目「英語コミュニケーションⅠ」および
  ２年次必登録科目「論理・表現Ⅰ」において各学期１回以上の
  パフォーマンステストの実施
・他の科目においても、各科目の特性に応じて「書くこと」や「話すこと」
  の指導を実施

・１年次必履修科目「英語コミュニケーションⅠ」において、JETプログラム
  および外国人英語等教育指導員を活用した指導を推進
・選択科目「英語会話」および「異文化理解」（ともに学校設定科目）でも
  外国人英語等教育指導員を活用した指導を推進

(様式例) 令和５年度都立稔ヶ丘高校における教科指導の重点


